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リバープール港	1920年代（左）1930年代（右）	



今までの福岡についての研究



1989年のアジア太平洋博覧会（よかトピア）



福岡の都市像：「昔からアジアの交流拠点」









なぜ福岡と釜山？



福岡ー釜山高速船「ビートル」	
1991年〜　所要時間：2時間55分



博多-釜山連絡船「朝博丸」	
1930年〜1945年　所要時間：>12時間



福岡・釜山超広域経済圏
(2008年〜）



福岡と釜山の都市化の沿革・人口増加
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“Cities into Empire: Fukuoka, Pusan and Japan’s 
Imperial Urbanization, 1900-1953” 

!

「帝国の中の都市：福岡、釜山と近代日本
の都市化」



2:人々の移動や移住	

3:両都市と帝国を繋ぐインフラ	

（交通や経済の基盤）の発展と都市の未来像	

1:都市化と都市生活



1:都市化と都市生活

City-Country	
都市ー農村	

City-Hinterland	
都市ー都市圏

Urban	Region	
都市化された地域



釜山・三中井百貨店

福岡・中州、ブラジレイロ



八幡製鉄所・全景



2.	両都市間の人口移動・移住	

「朝鮮全半島の大玄関たる」釜山駅 「関釜連絡船景福丸」



釜山港の関釜連絡船乗り場・昭和5年（1930）



釜山:	米軍に描かれた	
日本から引き上げた朝鮮人

博多港引揚	c.1945



３：インフラの発展と都市の未来像	

吉田初三郎：九州郵船航路景勝交通鳥瞰図　昭和11年(1936)



「躍進の大福岡」

「釜山」

「福岡市五十年史」



史料で見る福岡と釜山の都市計画



「福岡県人」 
１９２５−１９４２





「大釜山の建設」　　
昭和10年・1935　	
篠崎昇之助氏　



福岡としては大工業地帯としての建設に必要なこの用水問題が

大なる悩である。寧ろ釜山には僅々七八時間にして達する最近

距離の地点にありて、日発航路船を有する福岡としては釜山の

将来に着目し、此際福岡の資本家が奮起して釜山に資本を投下

して各種の工業を経営し、釜山を福岡の延長たらし

め、経済的に福岡と釜山とが地理的に共存共栄の

大局に合流して、一体となりて発展を策し、福岡の経済努

力を釜山に拡張する事も又大に考慮す可きであると思う。



 福岡第一飛行場工事
竣功式	の祝詞	
!
太田勘次郎氏	
!
昭和11・1936年



福岡第一飛行場工事竣功式		
昭和11年・1936年



平和の武装は躍進福岡の商工陣容を強化し国防の武

装は非常時福岡の護りを固め航空日本の国

際埠頭は四通八達軈て是れ時間制覇の王

座を占め一朝有事の際を想到して本空港の意義更

に一層の重要性を加え、立体文化の空行く處、空の

福岡、世界の港の名に適ひ雄県の将来博多湾の未来

期して俟つべきもの多かるべし



“中央県市三位一体の拍車を加え我が福岡空港の

実用を高め巨翼一搏対外、日本の咽喉を扼し

大陸へ大洋へ航空日本の一新紀元を画期せられん

事を一言所懐を啜りて祝辞とし謹みて首途の幸を

祝福し感激切々空の福岡の多端を祈る.”



昭和13年・14年度	
日本空運会社定期航空時間表





「釜山の今昔」	
昭和13年・1938		
ラジオ放送
金璋泰



金璋泰

釜山府会議員（昭和９年・１９３４） 
３５会議員：日本人：２８人　朝鮮人：7人



“釜山は日本人の大陸進出の発祥の地

であって釜山の今昔を語るは即ち日本

人の大陸進展の今昔を語る意味にもな

るのであります.”



“関釜館七千噸級の連絡船が朝夕発着し南北満州並

に北京へ直通列車の発着して居ることは天下周辺の

ことでありますが、目下工事中の港湾の大施設と中

央線東海岸線の完成と相俟て釜山府の計画中に屬す

る市区改正の実現の暁には名実共大釜山の出現

を近き将来に於いて観ることを思えば一

層感慨の深きものがあるのであります”



釡山居留地時代の釡山	
海岸の風景(合併前）



釡山の全景(大正時代）



“日本の大陸進出の第一歩を釜山よ

り発して全東亜を制覇したかと思え

ば釜山の今昔を語るに際し自ら感慨

深きものがあるのであります”



都市公論 
昭和１８年・1943 
「大東亜共栄圏前進拠点たる福岡市」 
（福岡市長：畑山四男美）



昭和初期・1920年代 昭和18・1943年1月号



“昭和十六年に至って之が完成を見兪兪其の利用

に向って全能力を発揮せんとする時、偶々、今次

大東亜戦争の勃発に依り、無敵皇軍の赫赫戦果は

南に北に幾多日本人活動の地域を拡大し本港は

更に対大陸対南洋の前進基地として、著

しく其の重要性を倍加背せらるるに至り…”



“博多湾を中心とする海陸空連絡諸施設の充

実化は、千古地の利に一段の利便を加

え対外日本の大玄関として、大東亜

共栄圏建設の大聖業に偉大なる貢献

を為すべき重要基地として、ここに登場する

に至ったのである”





ご清聴ありがとうございました!	
!
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